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1　緒言

　放射性 Cs は土壌に含まれる粘土鉱物の特定の部位に強く

吸着し、捕捉される 4）。土壌改良資材であるゼオライトは、

含まれる粘土鉱物の作用により、Cs イオンを迅速に捕捉し、

その吸着能は土壌よりも高いという報告もある 1）。また、

福島県内の主な畑地土壌の種類は、黒ボク土、褐色森林土、

褐色低地土が上位を占めている 2）。そこで、本試験では、栽

培土壌に黒ボク土ならびに褐色森林土を用い、ポット栽培

ならびに現地ほ場の栽培においてゼオライトを施用し、野

菜類に対する放射性 Cs（134Cs および 137Cs）の吸収抑制効果

について調査した。

2　試験方法

⑴　試験Ⅰ

　原発事故時に汚染された福島県農業総合センターのライ

シーメーターの表層より採取した黒ボク土および褐色森林

土にゼオライトを施用し、1/5000 ａのワグネルポットでコ

マツナを栽培した。栽培前土壌の交換性カリ（K2O）含量は、

黒ボク土で 12.8mg/100 ｇ乾土、褐色森林土で 9.2mg/100 ｇ

乾土であった。ポット当たり 2,600 ｇの乾土を充填し、栽

培前にゼオライト資材（資材名「Z-12」、粒径 0.5 〜 1mm）

を重量比で土量の 1％、5％、10％混和し、対照としてゼオ

ライトを施用しない無処理区を設けた。なお、供試したゼ

オライトは、1％で 10 ａ当たり 1 ｔ、5％および 10％で 10

ａ当たり 5ｔおよび10ｔに相当する施用量である。併せて、

肥料として土壌 1kg 当たり CDU-S555 を 1 ｇ、苦土石灰を

1 ｇ（10 ａ当たり N:P2O5:K2O=22.5:22.5:22.5kg、苦土石灰

150kg）を添加し混和した。コマツナは‘よかった菜’を供

試し、平成 24 年 3 月 6 日にポット当たり 10 粒播種し、本

葉 2 葉期に 5 株に間引きした。収穫は、草丈が 27cm 以上の

大きさを目安として、同年 4 月 8 日に行った。植物体試料

は定温乾燥機により 75℃乾燥物とし、土壌試料は栽培後土

壌を混和し風乾したものを供試した。交換性放射性 Cs は、

土壌 20 ｇに対し 1N 酢酸アンモニウム溶液 200ml を混合し、

24 時間振とう抽出後に 3 μ m および 0.45 μ m フィルターに

よる濾過液を作成した。各試料は、U8 容器に充填し、3 反

復で Ge 半導体検出器により測定した。

⑵　試験Ⅱ

　福島県県北地方の前作に野菜類を栽培していた褐色森林

土の畑地 A および B の 2 ほ場で、ゼオライトを施用しブ

ロッコリーを栽培した。栽培前土壌の交換性カリ（K2O）含

量は、A ほ場で 31.3mg/100 ｇ乾土、B ほ場で 40.9mg/100

ｇ乾土であった。ゼオライト資材（資材名「日東ゼオライ

ト」、粒径 0.5 〜 1.5mm）は、10 ａ当たり 1 ｔおよび 2 ｔを

施用し、対照としてゼオライトを施用しない無処理区を設

けた。定植日は、平成 24 年 5 月 25 日とし、株間 40cm、条

間 40cm の栽植密度で反復当たり 2 ㎡に対し 10 株を定植し

た。収穫日はＡほ場では同年 7 月 24 日、B ほ場では 7 月

18 日に行い、花蕾の粒揃いを基準として反復当たり生育の

揃った 5 株を収穫した。肥料は、CDU たまご化成 S555、燐

硝安加里 S604 ならびに苦土石灰を施用した（10 ａ当たり

N:P2O5:K2O=23:20:21kg、苦土石灰 100kg）。植物体試料は定

温乾燥機により 75℃で乾燥物とし、土壌試料は株元から

15cm の深さで栽培後土壌を採取し風乾したものを供試した。

各試料の分析は、U8 容器に充填し、3 反復で Ge 半導体検出

器により測定した。

3　試験結果

⑴　試験Ⅰ

　コマツナの放射性 Cs 濃度は、黒ボク土および褐色森林土

ともに、無処理区に比べゼオライトを施用した各区で低い
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濃度となった（表 1）。栽培後土壌の交換性放射性 Cs 濃度は、

黒ボク土および褐色森林土ともに無処理区に比べゼオライ

ト 5％区およびゼオライト 10％区において低下が認められ

た（表 2）。また、黒ボク土および褐色森林土ともにゼオラ

イト施用量の増加に伴い、栽培後土壌の交換性カリ含量も

増加した（表 2）。コマツナの放射性 Cs 濃度と栽培後土壌の

交換性カリ含量との関係は、黒ボク土および褐色森林土と

もに、栽培後土壌の交換性カリ含量の増加に伴いコマツナ

の放射性 Cs 濃度の低下となり、非常に強い負の相関が認め

られた（図 1、2）。

⑵　試験Ⅱ

　現地ほ場におけるブロッコリーの放射性 Cs 濃度は、Ａほ

場では無処理区に比べゼオライト 2 ｔ区で低下し、Ｂほ場

では区間での差は認められなかった（表 3）。交換性放射性

Cs 濃度は、Ａほ場およびＢほ場ともに区間による差は認め

られなかった（表 4）。栽培後土壌の交換性カリ含量は、Ａ

ほ場およびＢほ場ともに無処理区に比べ 2 ｔ区で増加が認

められた（表 4）。ブロッコリーの放射性 Cs 濃度と栽培後土

壌の交換性カリ含量との関係は、栽培後土壌の交換性カリ

含量の増加に伴いブロッコリーの放射性 Cs 濃度が低下し、

負の相関が認められた（図 3）。

野菜におけるゼオライト施用による放射性セシウムの吸収抑制効果
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4　考察

　黒ボク土および褐色森林土を供試したコマツナのポット

栽培試験では、ゼオライト 1% の施用から放射性 Cs の吸収

抑制効果が認められた。また、現地ほ場におけるブロッコ

リーの栽培試験では、Ａほ場において 10 ａ当たり 2 ｔの施

用量で明確な放射性 Cs の吸収抑制効果が認められた。

　交換性放射性 Cs 濃度は、ゼオライトによる土壌中の放射

性 Cs の吸着を示す指標となるが、ポット栽培試験における

コマツナの放射性 Cs 濃度は、無処理と比較した場合ゼオラ

イト 1％の施用から低下傾向ではあるものの有意差は認めら

れず、交換性放射性 Cs 濃度は 5％以上のゼオライト施用に

よって低下が認められた。また、現地ほ場におけるブロッ

コリーの栽培試験では、処理間で交換性放射性 Cs に差は認

められなかった。このことから、植物体への放射性 Cs の吸

収抑制効果は、ゼオライトによる吸着よりも他の要因によ

り成されていることが示唆された。

　植物体の放射性 Cs の吸収抑制には、土壌中の交換性カリ

含量が影響を及ぼすとされており 3）、ゼオライトには交換

性カリが含まれている。ポット栽培ならびに現地ほ場にお

ける試験では、ゼオライト施用により、植物体の放射性 Cs

濃度と栽培後土壌の交換性カリとの間に相関が認められた。

特にポット栽培試験では、黒ボク土および褐色森林土の栽

培前土壌の交換性カリ（K2O）含量は 10mg/100 ｇ乾土前後で

あったため、ゼオライト施用に伴う交換性カリの供給によ

り、放射性 Cs の吸収抑制効果がより明確に現れたと考えら

れた。

　以上のことから、交換性カリ含量が低い土壌ほどゼオラ

イト施用による植物体への放射性 Cs の吸収抑制効果が現れ

やすく、その原因としては、ゼオライトから供給される交

換性カリによる影響を受けているものと考えられた。
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